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一般会計歳入〔図ー1〕

決算報告昭和61年度
歳出の内容を「健康 ・生きがいと文化のまちづくり」「快

適で住みよいまちづくりJ 「活気と魅力に満ちたまちづく

りJ 「行政の推進」に分類し，主なものを列挙すると次の

ようになります。

町政

は，皆さんから納めていただく税金や固から

の地方受付税などを財源として運営されてい

ます。ここでは一般会計を中l山に紹介します。

昭和61年度の決算がまとまりました。

歳入 44億 550万円
歳出 42億6,972万円

地方交付税
13億5,115万円
(30.7%) 
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健康・生きがいと文化のまちづ くり に

健康増進対策費…－－－－一・……・・・・・・・・白・…・ー・・・・… 2' 181万円

老人悩祉費・・・・・・・…・・・・・…・……・・・目・・……－－－－－－ 1,780万円

保育所運営費一一…・・ー…－－－－・ー…－一・・・・3!;¥}'.9,573万円

小中学校運営費－－－－－…・….....・・…… ・・・・2rn:3,452万円

官’年 ・婦人 ・児京クラブ各純i常勤校－一一－－一一....634万円

文化財保誕費…ー・・・・…・…ー・・・・・・・・・・・・……・…－－－－－ 369h円

体育振興事業費・・ー・・・・・・・……・・…・…・……－－－一一－ 1,053万円

快適で住みよいまちづく りに

道路新設改良事業費一－－－……－－・ー・…・・・・・・21車合，719)-j円

都市計画事業費－…… 一一一一・ー....……・・・・・… 5,064ti円

卵、雪害街づくり事業資・……・ー…・・・……ー…・… 7,829/J.円

災審復旧事業費一－－－－－－－－……・…・・・・・・……－－－一一・ 9' 983 7J. I 1 J 

住宅対策事業費・・・・・・・・・・・一一一…・・ー・…一・－－－－ 5、088"Jf川

河川 ・治山卒業費・・・・・…・・・…・…－…・………一一 5,667万同

出掛事業等・・・・・・・・…－・・・…・……－－－……－－一… 6,682)jトlj 町税の内訳（）内は一人当た i）の金鉱l

・町 民 税 7i意3,I OJ万円（3万9,221円）

・固定資産税 4i意5,I 04万円（2方4,200円）

・軽自動車税 1,565万円（ 840円）

・町たばこ消費税 8,007万円（ 4,296円）

・電 気 税 7 ,655方円（ 4, I 07円）

・木材引取税 6万円（ 3円）

・特別土地保有税 35万円（ 19円）

・入 湯 税 955万円（ 534円）

・水利地益税 I ,452万円（ 779円）

と
な
ど
で
す
。

歳
入
の
中
で

一
番
多
い
の
が
問
絞

め

1
3
億

7
、

9
2
0万
円

（対
前

年
度
比

7
・
9
%
m）
、
地
ト
々
交
付

悦
が

1
3
偲
5
、

1
1
5
万
円

（対

前
年
度
比

0
・
3
%減
）
、
次

い
で

岡

・
県
支
出
金
が

6
億

5
、

2
0
8

万
円

（対
前
年
度
比

l
3
・
4
%減
）

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
投
資
的
経
費
の
減

一
方
、
歳
出
で
は
、
総
務
費
、
農

林
水
産
業
賀
、
土
木
賀
、
民
生
賀
の

順
と
な
り
ま
し
た
。
総
務
官
（
対
前

年
度
6
5
・
1
%減
）
、
民
生
担
（
対

前
年
度

2
3
・
5
%減
）
が
前
年
度

よ
り
減
少
し
た
の
は
、
新
庁
舎
、
大

家
庄
保
育
所
が
光
成
し
た
こ
と
に
よ

性
質
別
歳
出
構
成
比

その他

Z6.8% 
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59年J!tr -

活気 と魅力に満ちたまちづくり に
農道重量備4拝業費一一ー・ー… ........・・－一一一・・・・・・・ 9,920JiP1 

農村総合野備事業費－－－一一一 一 －－－一一・・・ 9, 708 JfrLJ 

林道事業費ーーー…－ー ・………ー・・・・ 0・……......6,638/iドl

山村振興事業資…ー・ー…一一…・・・・0・・・・0・・…・・…・ー・ 3.527力川

水産業振興事業費…・・・・・・……....・・・・…・・・…・・・・~） '0477:1"門

商工業振興卒業費…・・…・・…・・…・・…・・・…一…・… 9.937Jj[IJ
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f，お 人 店長 th bザ＝ミ

国 ｛呆 ぷ三2泳' 百十 95,386 93,583 1,803 

老人保健医療会計 123, 138 122.989 149 

診療所会計 6,601 5.106 1,495 

簡易水道会計 3.686 3.568 118 

用 水 ~ミス' 計 425 407 18 

奨学資金会計 151 36 115 

保健文化賞会計 一60 17 43 

用地取得会計 6,320 6,220 100 

性質別歳出〔図－2〕

．内訳

使用料・手数料 5,383万円
繰入金 4,000万円
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分
た
ち
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や
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朝
日
中
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一
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と
い
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話
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産
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、
名
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史
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等
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ま
た
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で
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あ
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町
誌
な
ど
の
資
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や
、
お
父
さ
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母
さ
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が
写
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た
H
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ま
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な
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真
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っ
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自
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や
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す
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ま
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ト

（
文
案
）
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絵
を
書
き
、

｜ がんばっています⑦ ｜

谷2
真ま

柏木さんは3'Jiti:72歳。今年の努＼ 8 lwl！削円fl汀美術展絵画の音IIで

みごと闘TJI.f:大賞に。さらに， il月5日から県民会館で開催された

抗38岡県勤労1待美術展でも，級官・者｜励会長＇ftを受賞されました。

柏木さんは． 「昭和55年に公民館活動の7j(盛田教室に参加したの

が，水禁聞と雌谷和紙との出合いだった」そうで， 「65品交で初めて

絵をJ引き始め，家業の仕事を終えた夕食後に約2時間，疲れていて
も毎日絵に l c•J ってきましたりとのこと。

今回のIDT展大賞は， 「患ってもいませんでし

た。 自分の絵の欠点である国脅しい絵に，ほ

のは・のとした庶民的な慌みや丸みが出せh

ばいいと思っていたJ そうで，いたって議

慮。今後は， 「県民に出版できるような

作品を描けるよう勉険します叫と意欲

的な発言もあ りました。
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＊勤務先

さそう迎存院（魚；：1叶l)

＊趣味

II央凶行監治

安家族構成

父.［辻，双寸乙の妹、削父．＋｜｜りの 7人

Bi'J.f日60年 3)-Jにが｜よ＇：if立を不

当主し1翌谷学校へ。II（｛初61.if・・3

月に甥谷’γ－校をや~すると ，

！！｝、津市のさそ う;fll'_存1：；；，：へ。同

年，県大会の 「ロッドをきJ

；｝［；門で3位に入賞。

「現在．カγ 卜や／ぐーマを

ill.当しています。'I＇ザ：ll!dにか

ら付が什ギ （コダマ旦I~谷｜完）

をしている姿を比て司 自分も

やってみようと思い」この道

に進んだそ うで，今はrjl:(:j安．

お客様に按する十I:'l ＇~なので”笑

顔”とも‘足、いやり” の心を忘

れないよう心持1・けていますり とか。

「11付与さんは．明るくて，f:l:-bjJ.もし

っかりやってくれるし司とってもいい

娘ですωと，さそうE収容院のマスター

もベタはめ。 自分でも 「楽天家で品Illい

ことにくよくよしない，カラ γ とした

flー絡」 と ~－うだけあって，本当にゆJ る

くさわやかな印象。今， 「父のように

切らしく ，そして少年irさを持ってい
るステキなおt青さんを ~fatl~」している

そうです。芸芸能人にたとえると ，少年

｜採の東山紀之くんみたいな人とか。そ

フいウ人，おられませんか。
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①
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＠
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＠
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⑮
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③
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国
ビ
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＠
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朝i宮
日を⑫
町見
誌 直

Eす回
編

か息
ら ⑪ 

井

日

城

館
中
で
は
、
連
武
中
興
（

i
3
3

6
年
）
成
る
や
回
司
に
中
院
｛
忠
清
が

任
ぜ
ら
れ
、
守
護
は
普
門
利
治
で
あ

っ

た

『

北
条
時
行
が
往
武
2
年
信

濃
に
挙
兵
す
る
や
、
先
の
守
護
名
峰

崎
有
の
泣
下
名
崎
地
時
状
J
U

苧
糾
合
し

た
。
越
中
の
土
…
ハ
然
野
尻
氏
、
ル

n氏、

，K
沢
氏
、
神
保
氏
、
能
登
の
温
井
、

覚
問
、
長
氏
、
加
賀
の
行
問
、
本
荘
、

富
樫
、
合
光
氏
な
ど
の
兵
子
を
募
リ
、

歩
鱗
6
、
0
0
0
に
放
ひ
、
杉
本
械
に

集
り
、
｛
同
ん
の
維
名
目
mLハ
の
魚
津
減

を
攻
め
た
と
こ
ろ
、
か
え
っ
て
函
叶

の
下
代
紘
仰
刑
部
次
と
隊
を
合
わ
せ

て
、
時
K
4
を
介
内
城
に
攻
め
た
。

さ
ら
に
｛H
軍
は
、
仙
一
は
城
救
援
の

た
め
、
大
江
田
、
早
川
、
姫
川
地
十
刀

の
兵

4
、
0
0
0
を
、越
後
を
発
し
来

襲
さ
せ
た
。
時
兼
は
、
機
先
を
制
し

て
、
自
ら
鋭
甲
一
二
下
の
将
と
し
て
境

川
を
渡
り
、
進
ん
で
親
不
知
に
逆
襲

し
、
敵
の
いH
を
一

千
余
級
と
っ
て
作

u城
に
帰
り
、
時
必
の
威
風
は
、
一

時
北
陸
に
保
勺
た
の
そ
こ
で
彼
は
、

加

・
経
・
能
の
兵
三
万
を
糾
合
し
て
、

京
都
を
襲
わ
ん
し
の
と
し
て
、

念
品
目
す

各
地
区
で

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

大
型
ド
マ
域
を
川
ん
だ
の
で
あ
っ
た

そ
の
時
、
時
京
の
勢
威
に
、
朝
狂
で

は
、
桃
井
血
常
に
勅
A
仰
を
降
し
て
討

伐
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
直
常
は
六
－
h
融
制

を
率
い
て
京
都
を
発
し
、
や
が
て
八

千
の
兵
を
制
成
し
て
大
町
守
域
を
包

附
し
た
。
時
治
相
は
良
〈
兵
を
川
い
、

能
〈
陣
を
布
い
て
い
た
が
、
臨
ん
町
巾
の

策
に
似
札
、
城
内
に
内
応
す
る
者
が

出
た
た
め
に
、
が
柏
戦
利
あ
ら
ず
、
自

裁
し
て
果
て
た
』
以
上
が
三
州
志
に

あ
る
時
兼
の
戦
記
で
あ
る
。

さ
て
時
兼
の
拠
っ
た
井

n械
は
、

何
処
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
る
一二
州

志
で
は
不
祥
と
あ
る
井
円
城
と
い

わ
れ
る
も
の
に
は
、
新
川
郎
作
円
械

と
い
米
航
波
川
井
川
城
の
－

一説
が
あ
っ

て
定
ま
ら
な
い
う
長
末
に
、
境
関
所

に
米
て
い
て
、
仏
く
こ
の
地
必
を
実

地
に
検
討
し
た
歴
史
学
者
森
田
柿
凶

が
帯

い
た

「
越
中
本
徴
」
に
、
「
大

家
出
村
組
に
ル

U
蔵
人

の
館
跡
あ

リ
。
ん与
水
誌

に
し人
家
仲
町
村
領
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内
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跡
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候

件
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人
肘
住
欽
候

山
中
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似
。
け
ハA
1
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品
に
成
之
有
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故
嘘
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に
．れ
ヶ
町
内
ト人
家
庄
内
情
に

井
口
と
い
う
ん
ず
あ
り
、
こ

こ
に
依
る

法
が
山
治
め
介
U
械
と
う
ヲ
と
思
う
。

阿
波
郎
井
口
郷
内
の
井
U
城
に
弁

口
成
人
が
儒
仏
す
る
と
一．
一
口
い
、
ム
械

記
に
、
大
家
庄
村
に
も
井
口
町
胤
人
が

往
す
と
い
う
又
天
許
寺
々
伝
に
J
U

井

n
峨
人
建
立
・
・
と
あ
る
。
思－
7
に
東

両
被
郎
の
井
口
城
か
井
口
出
版
人
の
本

店
で
、
川
悦
件
直
前
の
頃
｛
南
北
側

｝

火
山
が
山

γ
転
じ
て
作
口
氏
の
同
城
と

し
た
た
め
、
こ
の
大
家
爪
’
u叫

u
城

と
呼
ん
だ
し
の
で
あ
ろ
・
7
け
た
だ
し

附
披
仰
の
介
円
城
は
、
城
主
の
や
れ
を

載
せ
て
い
主
い
U

と
あ
る
。
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三
州
れ
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志
に

「
大
家
出
に
垣
一ト
占

有
り
、
こ
れ
も
同
伴
井
U
歳
入
館
跡

な
り
と
い
う
す
な
わ
ち
ニ
の
村
領
に

芥
れ
と
言
、ヲ
所
有
リ
．」
と
有
る
。
明

治
初
年
に
こ
の
場
所
へ
来
て
実
見
し

た
繰
回
柿
刷
は
、

「
城
i

と
し
て
は
泌

地
で
は
な
い
L

介
＝
古
田
っ
て
い
る
“
川本

し
て
こ
ニ
に
ル
リ
城
が
あ
っ
た

L
の

だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
越
後
か
ら
境
川
を
越
え

て
い
は
入
す
る
革
勢
は
、
先
ず
境

・
出

相
川
川
川
れ
ん
ぶ
似

M
山
川
品

会
で
は
、
今
年
J
U
M

人
民

生
会
日
や
食
生
治
改
駒
山
口
般

進
委
目、

日
ル
ト
ぃ
俗
社
同
日
以

な
ど
の
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得

て
、
各
地
包
ご
と
に

一
人

作
し
主
人
を
w
m
wし
て
『
ふ

れ
あ
い
伐
食
会
‘
を
間
慨

し
ま
し
た

川悦
h

川
川
別

U
川

に
は
ほ
山

歳
以
ー
の
－
人
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し
主
人

は

2
1
0
人
お
・
り
れ

ニ

の
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
は
、

二
九
句
一
人
兵
し
老
人
の

社
屯
悩
祉
の
刷
進
と
地
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
動
の
俄

近
を
日
的
と
し
て
、
昭
和
田
年
に
給

ま
り
‘
今
年
pu
m
川
却

M
の
的
地
．un

を
皮
切
リ
に
‘
川
け

n
uの
符
川
地

．μま
で
、

8
地

K
で
閉
山
川

き
れ
主
し
た

内
容
は
、
老
人
宅
か
・り

の
送
迎
に
始
ま
り
、
腕
に

よ
山
ー
を
か
け
た
予
料
開
を

み
ん
な
で
会
段
そ
の
後
、

）

欲
や
制
り
を
抜
山

1
る
と

畑
L
T
U
に
参
加
計
の
F
川
し
州

問

千

に
な
る
な
ど
、
裂
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曲
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て

い
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だ
与
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し
た
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舞
台
で
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や
続
り
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ど
だ
く

さ
ん
の
出
し
も
の
が
鍛
鑓

人
制
批
セ

ン
タ
ー
で
、
お
uo
川
．M
悦

‘H
l
t
n
パ川、
h

リ
ケ
川
附
州
甘
さ
h

は
ま
し
た

・
1
4
t
4
4

1
1

1

j

4

会
場
に
は
、
左
人
ク
ラ
ブ
、
身
附

者
協
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友

の
会、

な
ど
福
祉
同
体
約

3
0
0
人
が
集
ま

り
、
仙
…
佐
久
雄
さ
ん
の
粍
妙
な
司
会

ド
の

勺
て
作
川
体
い
か
そ
れ
ぞ
れ
池
内

を
祇
・り
し
た
多
彩
な
山
し
物
を
次

々

二
次
吊
し、

oM
ぷ
ur寸
を
岨
仁
て
川
悦

l
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i
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川
体
制
以
の
交
流
を
川
体
的
介
い
ま
し

た加｜賛
ど 入｜助

b状｜会
s 11況｜員 ｜

－
ま
ち
の
歴
史

＠

附
の
小
冊
作
－
宇
野
沿
い

に
、
ん
判
的
械
を

目
指
し
、
第
二
の
決
戦
場
は
小
川
越

え
か
ら
、
井
門

・
柳
出

・
不
動
主
集

落
あ
た
リ
で
、
こ
こ
に
館
が
訟
け
ら

れ
る
の
が
戦
略
的
に
は
当
然
と
忠
わ

れ
る
し
、
雨
北
朝
か
ら
．
時
同
時
代

に
か
け
て
有
力
豪
族
－

u
h主

｛作
力

地
主
｝
隔
の
活
動
の
搾
れ
を
提
供
し

た
も
の
た

ゥ
た
ろ
・
7

な
お
、

井』

想

回
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「
町
民
一

人

一
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い

う
ニ
と
で
ビ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が

誕
似
し
、
同
政
随
行
却
問
午
を
機
に

全
同
税
海
大
会
を
始
め
、

4
回
付
と

り

な
勺
た
今
年
、
参
加
選
乎
が
初
め
て

と

1
0
0
0
人
を
趨
え
ま
し
た
。
以
外

‘

ιナ

l
ム’
u
‘
友
好
郎
山
川
急
行
山
や
九

Z

K
釆
H
K寸
削
挫
の
井
U
必
人

取
県
鹿
野
町
な
ど
卯
チ

l
ム
i
9

0
の

南
北
朝
時
代
の
蔵

人

は

、

時

代

名

の
参
加
が
あ
り
、
倣
迎
レ
セ

7
ン
長

が
災

ヲ
か
ら
、
川

一
人

物

と

は

忠

之

ヨ

ン

で
は
、
主
ご
や
か
な
雰
州

%
の

町

な
い
の
あ
る
い
は

一
放
か
、
イ
係
で
中
、
そ
札
ぞ
れ
の
山
町
村
の
’
U

副
悦
話

は
な
か
ろ
う
か
メ
下
山
祈
千
（
片
山

に
花
が
咲
き
、
な
2
U
我
が
町
を
大
い

の
少
必
名
批
は
泌
U
の
城
・
ネ
介
U
H叫

に
aH世
し
ま
し
た

後
円、
参
加
選
手

人
の
鋲
ハ
寸
な
リ
と
伝
え
ら
れ
て
い
の
ん
々
か
・
り
、「
内
然
と
人
情
に
触
れ

る
が
、
ど
の
殺
人
て
あ
る
の
か
白
る
ニ
と
が
で
き
て
本
山

γ
ぬ
か
ち
た
，

ま
た
．
先
に
名
帥
岨
時
有
、
時
総
に

J
U
－
－
一
度
判
U
町
を
必
れ
た
い
L

と

つ
い
て
述
べ
た
が
、
山
崎
地
区
に
あ

の

礼

状

が

屈

さ

、
本
中
i
に
成
功
災
に

る
名
越
姓
、
名
古
以
妙
も
や
れ
越
家
め

終

f
し
た
の
だ
と
感
激
し
、
大
会
の

一
つ
の
流
れ
と
思
わ
れ
、
時
宿

・
川

町

運

営
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
均
々

殺
も
井
円
城
に
拠
ゥ

た
こ
と
し
が
J

え

に
吋
し
、
深
く
叫
ん
測
し
て
い
ま
す

ら

れ

る

の

で

は

ら

か

ろ

・

ワ

か

。

ま

た

、

昨

年

の

町

民

体
行
大
会
は

町
政
施
行
犯
周
年
を
記
念
し
て
発

雨
で
中
d
．
し
ま
し
た
か
、
今
年

L
前

行
し
た
「
朝
日
町
誌
」
も
残
り
わ
ず

日
は
台
風
の
た
め
小
川
川
か
、
り
ル
胤
川

か
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
を
見
直

と

で
、
川
て
し

ι「
て
し
川
ら
れ
な
い

ご
H
H
し
い
，
け
で
し
た
。
来
い

r
d
u当

J
H
は
、
ム
い
胤
一
過
の
町
大
で
、
グ
ラ

－a

・
ウ
ン
ド
は
十
分
と
は
言
え
な
い
ら
の

ど

の
町
民
が

一
向
に
会
し
て
、
大
会
を

ひ
楽
Lむ
こ
と
が
て
き
ま
し
た
九
七
町

の

民
が
ね
を
九
n
h
uセ
て
何
か
を
や
る
と

冨貴

い－

v
こ
と
は
大

ωる
こ
と
だ
と
思
い

十

ま
寸
持
さ
ん
は
ど
う
い
う

一
日
を

日

泊
二
さ
れ
た
て
し
ょ
・
っ
か
米
年
以

附
の
附
献
に
つ
い
て
は
、
特
さ
ん
の

ご
立
見
を
賜
り
た

い
と
思
い

ま
す
。

こごと

す
手
だ
て
と
し
て
、

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

か
。
町
誌
を
購
入
し

た
い
人
は
、
役
場
総
務

課
秘
書
広
報
係
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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叫
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き
、
竹
内
俊

一

大
付
利

「
島
国
匂
内
ノ
令
交
・

主

r
λ
E

%、
泣
江
品
、
中
山
昭
船
、
山
川

m
mぺ

者

4

〈
A
J
4
L

1
－J
d

〈
－

大
日
午
－
向
上
日
立
川
…
航
、
性
似
点
水
、

歳

末

だ

す

け

あ

い

ふ

付

側

%
、
村
上
忠
高
時
以
仏
治
、

運

動

に

ご

協

力

を

川
勝
山
弟
、
山

H
み
ど
り
．
山
術
的
店
、

地
域
で
さ
さ
え
ん
・
7
川
る
い
．作

山
端
健

一
、
卜
坂
佼
九
、
山
山

一
郎
、

バ

」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
、
今
年

’M
m
k
三
郎
、
河
内
正
美

、

竹

谷

紛

ら

は

H
l
u
か
ら
仮
本
た
す
け
あ
い

太
郎
、
九
mh
浄

一
、
児
山
市
児、

川

辺

助

を

行

い

ま

す

泌
総
布
、
円
－
M
利
久
、
山
川
州
治
、

法
動
で
は
．
い
ろ
ん
主
事
紡
で
山
川
町

川
上
れ
．
、
り
折
久
利
、
山
崎
小
川
チ
主
れ
な
い
家
－
U
や
州
仁
八

・
附
山
ド
い
い
・
背

は
い
T
八
、
ふ
川
悦
広
、
仏
川
…
似
九
州
州
、

し
む
人
．－－
K
削
川
人
悦

・
人
刈

L
J

内
外
附
ん
、
肝
山
山
じ
川
、
川
波
山
松
、

い
る
む
々
々
ど
、
作
さ
ん
か
川
る
い

れ
越
え
，

r、
．
抗
日
什
行
、
小
林
附
・
1

Y
1
川
を
迎
え
ら
ハ
ゐ
よ
サ
ト
り
は
川
町い

μ
川
久
夫
、
折
谷
附
ト火
、
小
林
幹
川、

i
る
た
め
、
併
さ
ん
に
協
力
し
て
い

一松
永
品
川
次
、
以
卜
刊
u
h

（
η
リ
｝

た
だ
く
愛
の
袋
』

必
全
与
を
民
間

〔
日
片
山
口
現
紅
）

し

ま

す

肱
川
助
会
員
の
申
し
込
み
は
、
町

内

募

金

の

取

り

級

い

は

、
地
一
似
の
民

相
当
民
生
宏
一
民

（
む

し

ら

せ

か

わ

ら

生

会

μ
や
町
内
会
r
k
さ
ん
に
れ
願
い

版
、
昭
和
悦
年

I
Hザ
参
照
v

え
は

し
て
い
ま
す

怖
さ
ん
の
お
℃
に
『
愛

町
礼
会

M
M
m協
品
会

｛
宮
川

H
0
5

の
袋
t

か

M
3ま
し
た
ら
、
川
か
い
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h
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を
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い
し
ま
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i
t
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今
治
油
製

日
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第
一
回
朝
日
町
観
光

P
R
用
写
真
募
集

例
日
町
も
ら
お
ニ
し
実
行
委
員
会
鋭
此
ぷ
会
で
は
、
初
出
閉
め
凶
手
を
通
じ

て
、
川
外
に

P
Rす
る
一
U
F
U
7

山
（
を
酬
が
柴
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
応
募
を
お
願
い
し

ま
す
υ
V
題
材
／
制
円
聞
を
町
外
に
P
R
で
き
る
も
の
。

V
燥
絡
／
カ
ラ
｜
プ

リ
ン
ト
、
キ
ャ
ビ
ネ
刈
又
は
カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド
訪
ミ
リ
以
上

（
ネ
ガ
i
d
提
出
）

V
締
め
切
り
／
昭
和
的
年
2
月
末
H
V
応
募
卜
め
い
出
立
／
作
品
に
は
、
住
所

・

氏
u
h

・
年
齢
・
峨
業

・
屯
話
番
号

・
縦

W
場
刈
を
記
入
。

応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
，
（
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
は
入
賞
以
外
返
却
し
ま
す
。
）
作
品
は
米

発

表
の
も
の
と
し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
、
制

H
町
観
光

P
R
凶
と
し
て
使
刺
し

ま
す
。

入
訂
作
品
に
附
す
る
位
利
は
、
・
5
mm苔
が
無
償
で
誠
り
受
け
た
ら
の

と

い
た
し
ま
す
J

応
非
お
H
V
び
に
入
賞
者
に
は
部
品
川
を
進
呈
し
・ま
す
。

入

賞
・

松
優
秀
抗
l
点
余
l
万
円
。
阪
秀
賞
l
点
余

5
千
円
。
優
賞
数
点
金
3
下

川
＠

V
2
回
同
以
降
の
募
集
は
次
の
と
お
り
に
fT
定
し
て
い
ま
す
。
／

2
回
目

ω年
3
月

1

5月
、

3
回
日
日
年
6
月

1

8丹
、

4

M
日
日
午

9
H
I
H月。

V
応
募
と
問
い
合
せ
／
川
明
日
町
出
保

9
6
9得
地

判
白
川
商
工

会

む

ら

お

こ
し
尖
行
委
民
会

側

U
町

P
Rrhrd
必
集
係
。

共－p 

う
る
お
い
環
境
と
や
ま
賞

パ前
山
川
以
で
は
、
什
江
民
の
心
に

「
ゆ
と
り
」
と

「
や
す

ら
ぎ
」
を
も
た
ら
し
、

「
う
る
必
い
」
の
あ
る
政
境
を

形
成
し
て
い
る
す
ぐ
れ
た
景
観
や
、
地
織
の
誇
り
、
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
施
設
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ち
や
む
ら
の
誇
り
と
も
る
事
例
を
ふ
る
っ

て
ご
推
薦
く
だ
さ
い。

V
応
募
方
法
／
ケ
ン
ト
紙

B
4

版
、
縦
に
所
定
傑
式
に
よ
る
応
募
票
、
対
象
物
件
の
写
点

4
枚
絞
皮

（
キ
ャ
ビ

ネ
版
、
カ
ラ

l
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
に
つ
い
て
の
簡
単
な
解
説
）
を
貼
付
し
、

全
体
を
紐
等
で
綴
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

V
締
め
切
り
／
昭
和
臼
年
ロ
月

日
日
ま
で
。

V
応
募
先
／
朝
日
町
役
場
企
画
財
政
課
へ
。

V
謝
礼
／
逃
走
さ
れ

た
物
件
の
推
薦
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
。
ま
た
、
応
募
さ
れ
た
方
全
員
に
ら
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

遺
伝
に
つ
い
て
お
気
軽
に
相
談
を

銅
山
部
保
健
所
で
は
、
遺
伝
性
の
病
気
、
近
税
婚
、
中合
形
な
ど
遺
伝
伝
聞
す
る

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
倒
人
に
関
す
る
泌

貨
は
、
厳
守
し
ま
す
。

V
黒
部
保
健
所
岱
臼
H
H
1
2
2
4
0

年
賀
状
は
口
月
別
日
ご
ろ
ま
で
に

年
賀
状
の
受
け
付
け
は
は
月
日
日
（
火
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
年
賀
状
を
等

む
押
し
迫
っ
て
か
ら
お
出
し
に
な
る
万
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
厄
日
一配

述
に
間
に
合
わ
な
か

っ
た
と
い
う
例
も
あ
リ
ま
す
。
円
十
め
に
準
備
し
、
は
月
初

日
ご
ろ
ま
で
に
わ
ね
出
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
私
製
は
が
き
や
封
筒
の
年
賀
状
に

は
、
亦
で
あ
て
先
左
上
に
「
年
賀
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
番

号
の
記
入
も
お
願
い

し
ま
す
。

ホたら料理グ
たらは一年中とれる魚ですが．脂が

のって一番うまいのは、10月末～ 2月

とのこと。そこで今回は，白山t.f海岸名

物の 「たら汗」とともに，たら料峻を

し、くつか紹介しましょう。

なお、今回は’gPI奇の松ぶ純干ーさんに

協力していただきました。
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生

鮮

打
ち
身
や

捻
挫
の
と
き

12月のけんこう

そ
ろ
そ
ろ
雪
の
t
y
飾

一

で
す
の
宮
の
上
て
転
ん

だ
り
、
す
、
へ

っ
た
り
す

る
人
が
多
く
な
る
今
節

て
す
。
さ
ら
に
、
ス
キH
E
 

ー
は
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
て
す
が
、
帥燃

の
動
き
か
、
り
は
る
と
か
な
リ
無
理
の

ひ
き

か
か
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
膝
を
痛
め
る

人
が
か
な
リ
お
ら
れ
ま
す
。

転
ん
だ
り
、
ひ
ね
っ
た
り
す
る
と

・

出
布
を
使
よ
ノ
人
が
多

い
の
で
す
が
、

出
倣
布
の
効
川
ボ
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

出
布
は
、
は
る
と
ス
ソ
と
す
る
の
で

い

冷
す
も
の
だ
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

冷
す
も
の
と
し
て
は
物
足
リ
ま
せ
ん
。

ひ
ね
っ
た
、
打
ち
身
、
も
ど
の
時
は

ま
ず
氷
で
、
あ
る
い
は
古
で
冷
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
れ
と
同
じ
よ
・
勺
に
大

いや
む
ニ
と
は
、
挙
十
す
る
こ
と
で
す
。

νZ 

た
と
え
ば
、
足
な
ら
、
仰
い
ふ
凶
を
3

i
i
文－
r
n
A
こ
ト
し
こ
町
、
こ
J
、

T

d
bfs
今今
一
。，

adJ

－2
3

・H
L
dJ
i
回

な
ら
桂
く
パ
ン
ザ
イ
を
す
る
松
に
挙

一

手
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
の

打
ち
身
で
も
は
れ
た
た
め
に
指
が
動

…

か
な
く
な
っ
た
リ
、
足
が
動
か
な
く

な
勺
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ね’
A

O

打
ち
身
、
捻
挫
で
し

以
初
の

3
日

間
ほ
ど
は
、
氷
で
冷
す
ニ
と
、
挙
卜

す
る
ニ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

一屑
が
こ
っ
た
り
、
椀
が
だ
る
い
、

定
が
桜
れ
た
と
い
う
と
き
は
、
出
和

…

を
ナ
イ
ロ
ン
め
袋
に
入
札
て
然
い
お

川例
の
中
に
入
れ
て
か
ら
佼
勺
て
み
て

一

く
だ
さ
い
。

…

制
H
，叫
し斗
泊
梢
院

際
形
外
科
一隆ド
い
以
白
本
倣
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献
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協
力
者
名
ゆ
月
実
施
介

境
地
区

水
口
幅
、
水
鳥
姉
、

川
村

三
千
代
、
加
藤
町民
奈
美

宮
崎
地
区

水
品
清
信

笹
川
地
区

民
井
治
美

泊

一
区

償
越
附
美
、
大
門
順

f
、

怖
沢
健
一

、
建
部
弘

一
、
湯
山
川
狩

h
v
、

L11
而旧円
、
山
市
ド
圭

t
、
仮
名

J

1

・i
f

｛
；
｛
｛

J
E

俊
勝
、

’M
旧
誠
一

、
大
政
治
正
、

肘
波
正
志
、
総
別
香
代
子

泊
二
区

長
沖
巾
美
〆
寸
、
山

m幸
彦

米
間
六一小椋，
l
、
大
谷
和
哉
、
狩
肝

せ市町
、
横
倒
潤
、
大
川
胤
糾
問
、
ル
小
－
U
千

齢
、
蓬
沢
守
、
佐
一般
和
樹
、
山
崎

炎
、
芦
附
・
u小川市
、
加
桜
真
紀
r
一J
、

十じ
，J
1し
丁

44
’
’
ん
人
名
小
d
X
1

泊
三
区

針
似
紫
乃
、
平
坂
直

美
、

浦
田
朱
尖
、

大
村
資
、
酒
井
博
明
、

旧
畑
力
也
、

中
’
ι万
之
、
大
半
文

代
、
長
崎
山
二
、
六
川
崎
光
邦
、
単一…

坂
健

一
、
中
隊
謙

一
郎
、
平
田
旅

浪乃
、
米
以
幸
三
、
長
谷
ま

五
箇
庄
地
区

川
上
兵
由
美
、

古
江

協
イ
、
向
山
下
里
、

日
除
問
昌
岳
、

凶
凶
敏
！
U

、
成
凶
名
美

f
、
山

T

A

円
、
出
茂
敬
、
松
削
減
、
川
村
孫

子
、
附
・川
下
点
、

山
子
山
英
’
f
、

在
旧
知
H
忠
、
永
仲
片
山
川
w刊

南
保
地
区

谷
川
悦
ノ
寸
、
勝
以
明
、
小

林
誠
、
坂

U
克
、
小
林
浴
昭
、
瓜

生
紘

f

山
崎
地
区

大
什
ぶ
保

f
、
七
沢
総

主
、
、JT
券
れ
や
、
同
！
日
午
と
、
ト
ヘ
十

a
・

’f
u
HH1

、

u・46
B

’d
を什

a
t
i’

’’』，

仙
川
徳
、
七
沢
氏
以
uf
、
小
野
恭
，
l

水
野
氏
、
H

会
以
削
州
市
叫
，
j
、小川
K
ヰ
菜

納品ノナ
、
大
念
日
似
チ
、
安
達
利
明
、

米
孝
志
、
水
伽
川
光
維

大
家
庄
地
区

本
肱
川
ひ
と
み
、
総
出

hu
！？
j
、
山ヒ上』
白川
1心

ιJ、
い
以
l
山ヂ

J
f
i
J
1

1

4

1

l

I

 

炎
、
山
本
来
刊

f
、
ぃ
片
山
川
H
夫
、

ト
れ
井
口

一
、
総
件
以
』川
、
わ
什
町
州問

幸
、
同
旧
ト
付
紀
、
山
川
久
山
刷
、
金

古
輩
、
藤
副
勲

｛
悦
人
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
g
い
ま
し
た
。

・たらの煮物
作り方

①だしiiを長ぷて，

みりん.(i少t!H.し

ょうゆて＂，~tjl味。

②筒切リにしたた

らを •JJIJ えて：打、る 。

③煮i十で肝米；を；投て添える。

－くらしの情報室。

言写 求人戦銭 年齢 マJjJJJ: 罰法器 採人用数 資免総詩経験害予

1 府議218～30 12.0～ 場智B~ 2 高普卒通以免許上

2 立区転手 25-40 18.0 内帥 朝自t日町川 不大l司聞自免許-22 0 

3 級会」； 16-40 
官。 列下車il:l町野 2 不問～30.0 

4 現場管坪ー25-35 
12.0 男 入ザ1事子町山 不倒
～18 0 

5 自~ 1主エ ～55 17.5～ 女労尊相！日町重t 2 不問10.0- 2 

6 i謹 ~I）工 IS～50 11.5～ 女!JJ紛爺日百型Ir 2 不問JO目8～17.5 3 

7 Id u -35 13.0 女 i例註日町下 ~半

8 縫製 工 18-40 時間i総500円以上 女朝三校日町f品 5 不問

ホット求人情報

合くわしいことは．魚，S公共職業安定所朝自分室（ff82-0198）へ．

以
意
ハ

～
注

い

や
せ
た
い
部
分
め

て

〈

脂
肪
を
も
み
出
す
な

ど
と
い
・フ
美
容
サ
ー

ビ
ス
を
売
り
物
に
し
た
エ
ス
テ
テ
ィ

ッ
ク
サ
ロ
ン
の
店
が
九
七
凶
的
に
嶋
え

て
い
る
小
で
、
公
正
取
引
委
けは
会
は
、

業
者
の
広
告
が

「
一小
当
景
品
矧
及
び

不
当
一
表
示
防
止
法
」
違
以
だ
と
し
て
、

業
界
凶
体
に
広
比
け
な
ど
表

示
の
適
正

，
化
に
努
め
る
よ
う
桁

ボ
L
ま
し
た
。

公
取
委
の
説
明
に
よ
る
と
、

会
凶

に
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
の
店
は

4
1
5
tl軒
あ
リ
、
全
固
め
消
費
者

セ
ン
タ
ー
な
ど
に

「
や
せ
る
と
言
わ

九
て
申
し
込
ん
だ
が
ム
系
や
せ
な
い
」

と
か

「
強
く
も
ま
れ
た
た
め
に
ア
ザ

が
で
き
た
」
な
ど
と
い
っ
活
情
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
凶
民
生
活
セ
ン
タ

「
エ
ス
テ
テ
ィ

ッ
ク
サ
ロ
ン
」

ー
の
ま
と
め
で
も
、
的
年
に

1
3
7

件
だ

っ
た
苦
情
が
引
年
に
は

1
1
4

9nと
8
的
に

mえ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
公
取
安
で
は
、
新
聞
や
M
W
み

な
ど
の
広
行
を
訓
べ
た
と
こ
ろ
、
や

せ
た
い

人
が
と
び
っ
き
た
く
な
る
よ

う
な
行
伝
いえ
M
，が
、
昨日
γ
的
J

征
服
拠

も
な
し
に
常
々
と
叫
峨
さ
れ
て
い
る

は
か
、
仰
木
立
の
体
験
－誌
が
仰
向
載
さ
ハ

て
い
る
ケ
｜
ス
ら
あ
り
‘
A
I
M
の出川

心
に
な
り
ま
し
た
♀
品
川
さ
ん

L
ご一
K

WU
ふ＝紙

上
交
換
コ
ー
ナ
ー

求

め

て

い

ま

す

『
車
い
す
」

間
い
へ
H

わ
は
せ

・
山中

L
込
ん
は
、
総

内紛
ぷ
広
州
開
係
へ
ま
た
、
、
次
リ
た
い

L
の
」
や

「
ボ
灼
た
い
し
の
」
が
あ

れ
ば
、
川
じ
く
広
削
減
係

（
古
川∞

H
1

1
0

0
内
線
2
0
4
番
）
ま
で
知
ら

せ
て
く
だ
さ

い

．たらの子づけ
作り方

①たらを二枚にお

ろして可ii］~にする。

②たらの （をゆで

てJ令まし.!lぐし

て刺身にまぶす。

も.;f五，むなし..). Lか黒くてliいのがオス．｜面

白くて ~~i.＼、のカ、メスだそうです。とに ！I
かくたら料Jll!.:.:t.Jtfを7まく i史うのが II
おいしくすゐコツとのことでした。 II 

材料

たら（大きいも

のl本で2～ 3人

前），討みそ．ね

さないしごはう

作り方

①たらは版ワタを取り陥没．洗L、すきが

るとうまみが1!¥f,くなるのでサγ と洗う。

②討は湯通ししておく 。

③たらl;j:，）立を伐してブツ切りにする。

（こうする と点くずれしにくい。）

④協を；iJJ：かし.lff、たらの！順に入れ、

強火てが：行：る。

⑤火がとおったらみそをとき人iL，小

口切りにしたねぎをかHえ ． 火を 11~.める 。

－
く
ら
し
の
情
報
室

。



町
長
表
彰

上
野
郎
史
さ
ん
、
兵
作
印

刷
H
美
さ
ん
、
朝
日
中
学
校

柔
道
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
朝
日
町
の
名
声
を
出

め
た
功
績
を
讃
え
、
町
長

4
受
賞
す
る
兵
庫
さ
ん

1

・ト
1
1

10月18日～11月17日

瞬i
＆多くの人ガ鑑賞に

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
兵
山却
さ
ん
は
県
の
体
行
幼

労
者
表
彰
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

V
朝
日
中
学
校
柔
道
部

第
日
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
の

団
体
戦
で

3
伎
に
入
賞
。

V
上
針
持
史
（
朝
日
中

3
年
）
さ
ん

第
印
刷
会
同
ム
中
学
校
柔
道
大
会
の

側
人
減
税
UM
級
で

3
紋
に
入
賞
。

V
托
ハ
郎
知H
美
（
制
U
中

2
年
）
さ
ん

第
時
四
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

陸
上
品
川
校
選
手
権
大
会
の
女
子
ポ

ー
ル
投
げ
続
投
で
優
勝

下
新
川
郡

5
位

に

刊
日
月
間
日
、
第

5
岡
山
山
県
駅
伝

競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
下
新
川
郡

男
干
チ
ー
ム
が

5
位
、
女
子
チ

l
ム

が
昨
年
の
は
山
位
を
上
回
る
日
伎
と
健

闘
し
ま
し
た
。
な
お
、
男

f
l区
を

走
勺
た
伊
必
政
怖
さ
ん
（
大
ん
か
爪
｝

が
区
間
入
山
氏

（
2
位
）さ
れ
ま
し
た

町

民

駅

伝

大

会

日
月
8
目
、
郡
日
田
町
民
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
家
任
体
協

が
述
絞
優
勝
し
ま
し
た
。

地
区
対
抗
の
部

①
大
山本
店
体
協
A
（
随
分

l
秒
）

女
子
の
部

①
R
S
ク
ラ
ブ

（出
分
お
秒
）

ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

①
朝
日
中
出
力

f
選
抜
｛
＠
何
分
認
紗
）

区
間
賞

（地
区
対
抗
の
部
）

－
区
間
耐
国
民
和

（
ロ
分
的
秒
）

2
区

間

林

清

唯

（
ロ
分
お
秒
）

国
体
に

2
名
出
場

叩
丹
羽
日
か
ら
初
日
ま
で
の

6
U

問
、
沖
縄
県
で
附
供
さ
れ
た
節
目
出
川

川
村
体
行
大
会
に
当
聞
か
ら
、
上
向

忠

f
さ
ん

｛点
沫
成
年
女

f
の
邸

・

尚
三
浦
町
〉
と
僚
経
降
，十
さ
ん
（
バ

ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
少
年
女
子
の
部

・

入
警
官
同
校

・
大
出
）
が
出
場
、
そ
れ

ぞ
れ
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

絵画の部町展大賞 柚木政』t~ (jfCF) 

香の部町展大賞 中島恭一千 （殿町）

彫刻・ 工芸の部町展大賞

佐渡粂児（ii'f 7)<.町）

広川勝（三i1liHIT)

J二の判、例LI町中央農協会館をj：＿会

場とし て.m4 包｜「倒 H 図r；；.~林漁業－~.~J

カ： 1~f.Jfit;されま した。

よれば.DIJの農林漁業に関して広〈

Blf内外の｝j々 に認識を深めていただく

とともに. 1r~林漁業者の経営の1111 I：と

ぶ欲の，：＇：j似を目指して｜制限したらので，

；；~ .f1'水1辛物の品評会や即売会をはじめ．

料Pl！.コンクール，生活工夫炭．カカシ

コンクール， ミニ家畜回、モチっき 大

会． タラii-試食コーナーなど 多彩なIii¥
しで大いににぎわいました。なかでし

ぷ食コーナーは好，iギだったよ合です。

写真の部町展大賞

11月ア日～8日
朝日町農林漁業祭

21人との交m研修を行いました。
研修会でlムまず朝日町でと1::11）；され

たチューリップの球似に メッセージを

添えて一人一人に子被し，その後「I也

成活動と時人の役割J をテーマに＇ ~.，i 

人活動の現状と課題についての宇U1＼・と

立見交換をしました。i卓〈離れた地で

も婦人の生き方は同じと峨じするとと

もに ， 釜石Ii iの皆さんのi~かい歓迎に

絡し，実リ 多い訪問となりました。

11月4日
消防団秋季訓練表彰

二の日，朝日間消防団の秋季訓練カ、

行二われ，長年消防業務によ力献のあった

能良団長の表彰及び退団者への！必滅状

が授与されました。 （敬称略｝

富山県知事表彰

南茂攻．水野義則．住吉刺表、凶liG1

m；ー，新田敏雄，古江佐笠，む，北山"ti
b~仁来上宗作. 7.K釘’手IJI等

朝日町消防団長表彰

永口明弘，石柿芥．大森売犬．

i；圭一，伊藤友文，7]1'./：：；；，！＇.，彦

退団者への町長感謝状

谷口宅郎．占市進，槻f也充Mt取iI 

-njt, d際問繁徐， 前川剰1・や， 正：j.1::; ~ι 

長谷利~. 谷宗主幹， 勝l原成人， 千 I ll栄

j1£, ＂~山勝二， 平田利うた イt..a民地政

大十j

3
．
伝
川

市桃川

総

（
日
・
一
以
秒
）

4
K附
似
品
開
政
的

（
は
分
げ
紗
）

5
灰
間
出
合
よ
日
間

｛
9
分
計
紗
）

6
区

間

浜

岡

消

達

〈
8
分
日
秒）

区
間
貸

（
女

f
の
部
）

－
区

附

尉

波

亜

矢

f
（
日
分
お
秒
）

2
灰
間
大
尉
ペ
ボ
チ

｛
日
分
凶
紗
）

3
一収

川

城

川

英

f
A日
分
柑
秒
）

4
K川

小

μ市
長

｛
日
分
初
秒
）

5
．υい
川
小
林
，
I
H
代

f
｛
日
分
的
紗
）

6
4区
川

治

水

尻

美

｛
8
分
別
秒
）

区
間
賞

（
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部
）

－
区
間

山

崎

隆

｛
ロ
分
以
叩
秒
）

2
区
間
山
凶
帆
H

｛
＠
日
分
げ
秒
）

3
区

間

入

江

派

介
（
O
m
分
日
紗
）

4
e
U
帆
間
以
日
付
初
出
｛
O
U－
U万

6
紗
J

5
K川
出

水

民

間

｛
9
分
汎
紗
4

6
K川
仇

桜

山
仰

F
O
7
分
的
紗
〕

｛
＠
は
大
会
新
川
叫
川
州
、
以
一間
新
記
鈷
）

1 2↑事
位了 釜

山謀 長
崎以 来h
B 上 ／〈 ，
V の レI
C 部 iチ

大
b、
立文

Vにぎわった畠評会会場
竹用？白～3日
朝日町美術展を開催

11月l日から 3臼までの3l:l ll¥J.松

1t11j，持，m；刻、工芸，写点など154点の
作品を集め，第8団側臼町芙術泌が似i

H HITJ¥'i'；台｜：センターで！刻rmさjL，たくさ
んの｝j々 が鑑賞におとずれました。

今｜凶悶j展大賞にま率いたのは，次の）j

々でした。

朝日町では， 10月 258 に交通化亡’］＇~

自主ゼロ 300日を達成し．この日午後4

時から交通安全大会を聞き．今後さら

に火通安全立織の徹底を図ることをf・f

b、合し、ました。

大会には，関係者約100人が出l指し．

参｝Jll者全員で交通事依犠牲者に対して

黙とうをささげた後．佐藤助役，今井

入部署長らが「町民一人一人が正しい

交通ルールとマナーを笑践し，さらに

記録を伸ばそう」とあいさつ。次いて二

然JI:!；交妥協婦人部会代表の玉木t','Jι－r 
さんが「町民総ぐるみで交通安全を惟

j止しますJ と大会-g：言。その後、 入持：

:p, ii からヱ~店主例の説明があり ， これを

もとに，小 ・中 ・高校生，lzn｝人‘向llfit

rr. トラ γ ク運転手ら12人がノマネルデ
スカ y ションを行いました。 話し ｛＼＇~ 、

の中では．それぞれの立場からの事故

防止策の意見が絞山＇ ）－~ ~ 、に胤 1）上り

ました。

10月27日．例日町迎合婦人会 (iI.洲

必r会長）の一行犯人が例日町のふ；ar
ftll rl i である釜イ~I市を訪問し . 28日のiii

i毛表敬訪問のあと司主主主：idiの焔人代ぷ

10月27日
連合婦人会釜石市へ

北陸自動車道の境川僑（例日町境 ・

新i£J 民h'f海町di娠問， 長さ 237 . 5~； . l~t\ 

10，；，：，総工1Jl約61意3,2007]円）が完成

したため，ニの目、 日本道路公団新潟

建設局の浜本局長や魚津町長など関係

者約100人が出席して、渡り初め式が行

わjしました。

式て’は，出席者が橋の中央官IIに設け

られたアーチをはさみ，高山県 ・新潟

県1J!IJに分かれてテープカッ ト。この後，

岐 ・バit反両保育所l鋪児約60人の手でく
す＋.ヵ、；月ljらjL， 全員で波リ十•））めを行い

シヒ1求を トfl~ 、ました。

·~..l....,m'i'L ~・b

企渡り初め式ガ行われだ構ct:i央部

企交流会々場前にて

10月26日 ゼロ
交通死て事故0300日達成

V大会宣言をする玉木さん

至極克~匂•30肩車王宮
対＠司主長宅金 ii.~

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

v
m
H
f羽
必
以
上
の
部

－
似
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

V
剛山
f
拓
政
以
ト
の
部

ー
佼

い

い

ち

こ

v
k
，f
m歳
以
卜
．
の
部

l
w一
ト
〈
・
添
陀
ヤ
ン
グ
ス
マ
イ
ル

V
女
，l
お
段
以
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本
の
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介

「亭
主
丈
夫
で

留
守
も
い
い
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櫨

同
歳
で
学
生
結
婚
し
て
お
年
余
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間
針
さ
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ロ
い
も
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。
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叩
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流
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同月四墾幽

折谷崎ーさんは．陶法をj白焼の水野

徳一二氏に’γ：び．小 •Iドザ：校の教師とし

て児 •＇ii. 'I~ iA~に楽焼の技術を帰’みしてお

られましたが．昭和42年にJi節庄小乍

校l去をi似去にill制されると．終川焼の

復興をU桁してnE包て’g全然。 UlH日47il~.

さらに’l正気気を併設し．笹川や城1l1fJ・

j止の陶 1・.て： iri.物 .｛（；総 ・：／（＇..協などの

11.'.:l'~附総を焼成しておられます。

~1r 谷さんの特徴はなんといっても．

lびねりによる動物の流物て二特に千

Ji.の刷物が多いこと。 「もともと刷物
が好きで． 小や.~！~などの家1容を帖十．て’

ぷ説したかったので．陶去を始めた」

とJわれるだけあって． FJピの動物た
ちは．どilL ’I＝. さ生きし て今に L~b き

lれしそ 古 な山;f~栄えです。

;fUI＇・はやたつ”王手。税イI°.12月ぶま

でに． たつの；~i:物やJ：鈴など大小合わ

せて60点くらt、作る f定とかて二大変

忙しい11fHを滋ゥて必られます。
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追
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仲
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問
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取
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．
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す
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。
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世帯数 5.103 ( 0 ) 計 18.539 ( + 9) 女 9.793（ー 1)〔11月の人ロ〕 男 8.746(+10)


